
化学委員会（第２６期・第７回） 議事要旨 
 
日時：令和６年 3 月２２（水）１３：１５～１４：００ 
 
現地会場：日本学術会議講堂、Zoom(ハイブリッド) 
 
出席者：現地／石原一彰、岡本裕巳、北川尚美、菅裕明、鈴木朋子、髙柳大、玉田薫、福島孝典 

オンライン／佐々木園、三浦佳子 
オブザーバー／化学委員会傘下の分科会メンバー 
 

欠席者：西原寛 
 
配布資料：化学委員会合同会議説明資料 240322.PDF 
 
 
議事 
１． 岡本裕巳 委員長から以下の第 25期化学委員会の活動について、説明が行われた。 

〇 化学委員会の内部構成（分科会体制）について 
〇 各分科会が参画した機能別委員会の状況について 
〇 年間行事として、分子科学研究所、日本化学会と共同開催の分子科学研究所所長招聘会議、及

び化学委員会合同分科会について 
 
２． 第 25 期化学委員会からの意思の表出について、説明を行った。 

〇 関根千津 連携会員から、見解「日本の社会・産業をリードする化学系博⼠⼈材の育成⽀援と環
境整備」について説明が行われた 

〇 相田美砂子 連携会員から、報告「個⼈研究費についての実態調査～化学分野からの報告～」に
ついて説明が行われた 

 
３． 岡本裕巳 委員長から第 26 期化学委員会の分科会設置状況および化学委員会の構成委員について、

説明が行われた。 
 

４． 岡本裕巳 委員長から第 25 期の状況を踏まえ、第 26 期化学委員会の運営方針（個⼈的コメント）
が伝えられた。 

 
５．岡本裕巳 委員長から各分科会に事務連絡が伝えられ、会議は終了した。 
 
 

以上 


